









指針（平成 20 年厚生労働省告示第 141 号），および幼稚園

























人を対象とした。108 人の内訳は 2012 年度入学生 54 人
（男性 4 人 7.4%，女性 50 人 92.6%）と 2013 年度入学生 54
人（男性 2 人 3.7%，女性 52 人 96.3%）である。また，比較
対象として岡山県内の看護師養成校Ｂ（4 年制大学）の学生
127 人についても調査を実施した。内訳は 2012 年度入学
生 64 人（男性 6 人 9.4%，女性 58 人 90.6%）と 2013 年度入












































































基礎知識の問題 6）（2 択 10 問）を用いて解答を求めた（表
１）。保育者養成校の平均正解率は 69％であった。1 人当
たりの正解数は全問正解の 10 点（最大値）が 4 人（4％）か
ら 4 問正解（最小値）が 3 人（3％）の間に分布し，７問正解
が 35 人（33％：最頻値および中央値）であった。看護師養
成校の平均正解率は 76％であった。1 人当たりの正解数





























































































































の正解率は 40%であった。アメリカ合衆国（2001 年 65%，
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